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本日の内容
１ 高齢者の自立支援をめざして活動を進めましょう

・高齢者を知ろう

・地域を知ろう

・通いの場に出かけてみよう

２ 新型コロナウイルス感染症を正しく知って、

介護予防を進めましょう

・新型コロナウイルス感染症とは

・うつらない、うつさない
・高齢者応援ページ紹介

ももっち・うらっち
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誰もが願っている！！

自分らしい生き方！

生きがいを持って、役割を持って、自分らしい人生を送りたい

病気になっても、障害をもっていても、自分の住み慣れた地域、

わが家で最後まで過ごしたい！

高齢者も同じ！！
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そんな当たり前の願い、想いを叶えるために

•高齢者自身ができること！

•周囲ができること！

•生活支援コーディネーターができること！

一緒に考えて
いきましょう！
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65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

要支援１ 715 1,229 2,421 4,518 4,404 2,052

要支援２ 857 1,398 2,473 4,492 4,830 2,900

要介護１ 856 1,480 2,889 5,507 6,687 5,210

要介護２ 935 1,320 2,302 4,319 5,775 5,471

要介護３ 526 931 1,527 2,817 3,963 4,717

要介護４ 515 774 1,301 2,365 3,389 4,859

要介護５ 473 717 1,090 1,907 2,779 3,765

合計 4,877 7,849 14,002 25,925 31,826 28,974
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岡山県の年齢階級別要支援・要介護認定者数

介護度別（人） 合計（人）11.2%（65～74歳） 88.8%（75歳以上）

資料） 厚生労働省 「介護保険事業状況報告」平成29年3月～8月（暫定）を平均して作成

○ 要支援・要介護認定を受けている高齢者の状況は、７５歳以上の年代が８８．８％を占めている。
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要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

身の回りの動作（ＡＤＬ） 生活行為（ＩＡＤＬ）

n=851,756

n=855,173

n=1,047,954

n=854,999

【出典】平成23年度要介護認定における認定調査結果 （認定支援ネットワーク（平成24年2月15日集計時点））

n=二次判定件数

• 認定調査結果からは、要支援１と要支援２のほとんどは、歩行ができ、移動は自立している。

• 要介護２では、歩行に支障をきたす人が約２０％存在する。

• 歩行ができ移動が自立している割合に比べて、買い物ができる人の割合は、要支援１から要介護２まで共通して低くなる。

要支援１～要介護２の状態像（認定調査結果から）
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最初に難しくなるのは、自力外出

足腰の衰え

動作のもたつき

長い距離が歩けない

荷物を持って歩けない

すぐ疲れる （転びそうで怖い）

外出の自信がない

認知機能の衰え
外出の段取りがうまくできない

出かける日にちの勘違い

出かけること
が億劫

体力・気力
の衰え
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“閉じこもり”の生活は、重度化に向かう

要介護状態になっていく

閉じこもり

だんだんと体力・気力が落ちて

足腰が弱ると、外出が億劫に

気分が晴れない
体調がすぐれない

身だしなみに
気を配らなくなる

誰にも会わない

気持ちの張りが
なくなっていく

単調な生活

（起床・食事時間が
不規則に）

曜日・日にちの
感覚が薄れる

出かけるのが億劫閉じこもりの
生活とは

悪循環

• 重度化予防は、まず、閉じこもりを防ぐことから
• 閉じこもりを防ぐには、要支援者が“家の外”の世界とつながることが必要。
（援助者が“家の中へ”入る訪問では解決しない）

• 要支援者の通所は、“お世話型”や“お預かり型”では自立支援にならない。
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めざす方向

虚弱化活動期 要介護化

虚弱化活動期 要介護化

介護が必要な時期を先送り弱っていく流れ
を押し戻す

活動的な時期をできるだけ長く

「できるだけ要介護状態にならずに、人生を終えたい」 ＝ 高齢者一人一人の願い
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“閉じこもり”を防ぐには、地域づくりが必要

• 意欲は、“家の外”の世界とつながっていなければ高まらない （孤独、孤立
は、人を弱らせる）

• そのためには、足腰が弱っても、地域との交わりが途絶えないようにする地域
づくりが必要

身近に、人と交わる「通いの場」があって

「通いの場」に誘い出し、
付き添ってくれる人がいる

人と人がつながる地域

個人の努力だけ
では限界がある

自宅で一人で体操
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“閉じこもり”を防ぐために、それぞれができること

•高齢者自身ができること！ ・・・ 依存しない、自分でできることは

自分でしましょう。

•周囲ができること！ ・・・気づこう、見守ろう、声かけよう、誘いだそう

•生活支援コーディネーターができること！ ・・・さて、どこから？
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まずは、「通いの場」に行ってみよう！

これからの地域づくり
戦略より（厚生労働省）12



これからの地域づくり戦略より（厚生労働省）13



新型コロナウイルス感染症を
正しく知って、介護予防を進めましょう！
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岡山県ホームページでの啓発

https://www.pref.okayama.jp/page/659778.html

岡山県長寿社会課ホームページより 15



国（厚生労働省）のホームページです

https://kayoinoba.mhlw.go.jp/
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厚労省ホームページより
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１ 新型コロナウイルス感染症とは

○症状

・主に発熱、咳、息苦しさと言った呼吸器症状が

１週間前後つづき、強いだるさを感じる方が多い

・感染しても約８割の方は軽症のまま治癒。高齢者、糖尿病や心
不全など基礎疾患のある方など重症化しやすいので注意が必要。

○感染経路

国立感染症研究所

飛沫
感染

感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイルスが
放出され、他の方がそのウイルスを口や鼻などから吸い込んで
感染

接触
感染

感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物に
触れるとウイルスがつきます。他の方がそれを触るとウイルス
が手に付着し、その手で口や鼻を触ると粘膜から感染
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出典：倉敷中央病院 感染症科 上山伸也先生講演資料（R2.7.7）
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うつらない、うつさない

「感染予防の３つの基本」で、感染を予防することができます。

（１）身体的距離の確保

（２）マスクの着用

（３）手洗い
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一人ひとりが気をつけること

©岡山県うらっち

©岡山県ももっちといぬっち

岡山県長寿社会課ホームページより
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「３つの密（密閉、密集、密接）」を避け、「人と人と
の距離の確保」、「マスクの着用」。「手洗い」を心が
けましょう。

１．感染拡大を防ぐためのポイント

２．体操など身体を動かすとき

３．食べたり、飲んだりするとき
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厚労省チラシ・通いの場に参加するための留意点より
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厚労省チラシ・通いの場に参加するための留意点より 24



岡山県内自治体のオリジナル体操の紹介

岡山市「あっ晴れ！もも太郎体操」

備前市「生き粋びぜん体操」

津山市「めざせ元気！こけないからだ体操」 瀬戸内市「セットちゃんの６セット体操」

早島町「自宅でできる４つの運動」

岡山県長寿社会課ホームページより
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玉野市「ＴＧＢエクササイズ」等 高梁市「10時の元気大作戦」等

美作市「みまさかお元気体操」 和気町「わけまろくん体操」

総社市「自宅でできる筋力トレーニング」

赤磐市「自宅でできる百歳体操」

岡山県長寿社会課ホームページより 26



内閣官房ホームページより
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引用：Y’s Square ヨシダ製薬 https://www.yoshida-pharm.com/h1n1flu/20090521.html（一部改変）

本部ミニ講話第３回資料 R2.6.1
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引用：Y’s Square ヨシダ製薬 https://www.yoshida-pharm.com/h1n1flu/20090521.html（一部改変）
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岡山県マスコット 「ももっち」

○手洗い、手洗い、手洗い

○感染しないための日常生活
の見直し、抵抗力をつける
○マスクの着用
○顔をさわらない習慣を
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岡山県内の生活支援コーディネーターの配
置状況は？（岡山県保健福祉部長寿社会課調べ R2.4.1時点）

•全市町村（27）に、124人配置。（R元年度は、111人）

•勤務形態は、常勤100人、非常勤24人。

•所属は、市町村直営28人。委託96人。

内訳：直営：主管課(5)、包括(9)、公民館・市民センター(14)

委託：包括(1)、社会福祉協議会(90)、社会福祉法人(3)、

一般社団法人(1)、NPO法人(1)
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岡山県内の生活支援コーディネーターの配
置状況は？（岡山県保健福祉部長寿社会課調べ R2.4.1時点）

•区分：1層：28人

2層：75人

1＆2層：8人（全員が兼務）

・配置年数：今年度配置：51人（全体の45．9％）

新人の方が多い

一人で悩まず、仲間をつくって、相談して。。。
出かけて行って、見て、聴いて、感じて、発見して、共感して。。。
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私たちと一緒に活動を進めましょう。

気軽に
お声かけください。

一緒に
考えさせてください。

一緒に素敵な地域、
活き活き高齢者のまちを
つくっていきましょう。

市町村支援員です
（岡山県保健福祉部長寿社会課）

34



岡山県の生活支援コーディネーターの配置状況
（岡山県保健福祉部長寿社会課調べ R2.4.1時点）
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■配属形態
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市町村主管課

公民館・市民センター

包括(直営)
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社会福祉協議会
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3

5

6

38

28

44

H27年度

H28年度
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R2年度

■配属時期（人数）

（岡山県保健福祉部長寿社会課調べ R2.4.1時点）
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